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ま
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ら
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を
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く
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発
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し
て
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き
た
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福井県　勝山市
山崎瑠美さん

●令和 4年 7月着任　●神奈川県出身

　もともと、「世
の中に必要とされ

なかった何かを誰
かの希望に変え

る」というコンセ
プトで規格外の野

菜や廃棄される素
材を使った製品を

つくる事業をして
いました。そんな

とき、勝山市の縫
製工場で余った布

を活用して欲しい
というお話があり

、

それから何度か訪
れているうちに、

このまちにもっと
深く関わっていき

たいなと思ったの
がきっかけです。

　「デザイン思考を地域に取り入れた､ サステナブル・プロジェクトとその発信」をテーマに活動しています。例えば、組紐工場の製造過程で余った糸を使って 6色レインボーのプロダクトを企画製造し「ダイバーシティへの理解促進という新しい役目をもって生まれかわる」といった社会的価値を付加するモデルづくりもしています｡ また､ 勝山のものづくり文化を通じて､ 勝山の風物詩を日本の風物詩にすることを目指すイベント「勝ちフェス」では、鯉のぼりでストリートかっぽう着をつくり、ステージ衣装としても活用しました。

　勝山市のさらな
る魅力づくりを続

けることで、若者
の地元定着へもつ

ながったらとも思
います。また、こ

うした活動の発信
を重ねていくこと

が重要で、何をど
う伝えたら、広く

伝わるかをまちの
皆さんと一緒に考

えていきたいと思
います。

　勝山市は恐竜のまちとしても知ら
れていますが、繊維産業が古くから
盛んなまちです。機織りから縫製､
組紐など様々な企業があり､ それぞ
れが日本に誇るものづくりをしてい
ます｡ そして､ 地域発展のため､ 前
向きに活動をしている方がたくさん
いらっしゃいますね｡

地域おこし協力隊に

応募したきっかけは ?

地域おこし協力隊としてどんな活動を
していますか？

今後の目標は？

勝山市の印象は？

Q

Q

Q

Q

LGBTQ+を表す6色の組紐で製作したキー
チェーン。

地域を変える新しい力

地域おこし地域おこし
協力隊協力隊

地域おこし協力隊として
活躍する皆さんに、

地域での活動や生活の様子
などをうかがいます。

Vol.5

地域おこし協力隊とは、都市地域から人口減少や高齢化等の進行が著しい地域に移住して、地域ブランドや地場産品の開発・販売・PR 等の地域おこし支援や、農林水産
業への従事、住民支援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る取組です。隊員は各自治体の委嘱を受け、任期は概ね 1 年以上、3 年以内です。
総務省では、隊員数を令和 8 年度までに 10,000 人に増やすという目標を掲げており、この目標に向け、地域おこし協力隊等の強化を行うこととしています。

役目を終えた鯉のぼりを地元の縫製工場でスト
リートかっぽう着として再生。

地元の小学生が、第一線で活躍する
プロからデザインを学び､ 地域の特産
品パッケージのデザイン制作を通じて
勝山を PR しようという活動も。
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広報誌を
スマホなどで
閲覧できます

発行：総務省
〒 100-8926　東京都千代田区霞が関 2-1-2

（中央合同庁舎 2 号館）
電話：03-5253-5111( 代表 )
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燕市の夏まつりは、飛燕夏まつり、分水まつり、吉田まつりと 7月中旬
～下旬にかけて市内の各地域で開催されます。締めに催されるのが、雄大
な燕大花火大会です。

10/1（日）みんなのおうち調査

令和5年 住宅・土地統計調査
地元で事業を始める方へ！総務省が初期投資費用を支援します！

「ローカル10,000 プロジェクト」

新潟県 
燕市

特集 1

特集 2

地方のかがやき

MIC NEWS 01
ラストチャンス！
マイナポイントの申込みは９月末まで !!

MIC NEWS 02
未来に伝えたい、戦争の記憶と記録
～平和記念展示資料館のご案内 夏の企画展、イベント開催中～

MIC NEWS 03
「2030年頃を見据えた情報通信政策の在り方」
最終答申

マイナンバーカードの活用事例を紹介！
新潟県三条市

表 紙 の 写 真>> >>
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特集１

統計局では、都道府県及び市区町村を通じて、
本年 10 月 1 日現在で、「令和５年住宅・土地統計調査」を実施します。

住宅・土地統計調査とは

わたしたちの住生活の実態を明らかに
住宅・土地統計調査は、「統計法」（国の統計に関する基本的な法律）に基づいた基幹統計調査で、
昭和 23 年から５年ごとに行われ、今回は 16 回目の調査に当たります。
この調査は、全国約 340 万世帯の方々を対象とした大規模な調査で、
調査の結果は、国や地方公共団体における 「住生活基本計画」の成果指標の設定、
耐震や防災を中心とした都市計画の策定、
空き家対策条例の制定などに幅広く利用されています。

この調査は、住宅数や居住世帯に関する基本的な情報を把握することを目的としています。
また、今回の調査では、超高齢社会を迎えている我が国における高齢者の住まい方をより的確に
把握するとともに、空き家対策の重要性が年々高まっていることを踏まえ、
引き続き、空き家の所有状況などを把握することを主なねらいとしています。

住宅数や居住世帯
に関する

基本的な情報

高齢社会を支える
居住環境 空き家の状況

調査のねらいは？

1 2 3
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10/1（日）令和５年住宅・土地統計調査特集1

調査の流れ

調査員のしごと

調査
の

流れ

回答方法
回答はインターネット回答
のほか、調査票を郵送また
は調査員に提出する方法に
よります。

※この調査ではインターネットでの回答をおすすめしています。

９月上旬
調査対象となる地域を確認
し、居住する各世帯に「調査
のお知らせ」を配布します。

９月下旬〜
調査対象となった世帯を訪問
し、 調査への回答依頼及び調
査票の取集を行います。

調査をお願いする世帯は無作為に選ばれます
正確な統計を作成するため、全国の世帯の中から無作為に約 17 分の１の世帯を選びます。

【世帯】【調査員】【指導員】【市区町村】【都道府県】【国】
（総務省統計局）

インターネット回答 郵送で提出 調査員に提出
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インターネット回答をおすすめしています

住宅・土地統計調査では
インターネットでの回答をおすすめしています

住宅・土地統計調査では、
パソコンのほか、スマートフォン等でも回答できます。

期間中はいつでも OK ！

世帯の回答は守られています！

インターネット回答が便利です！

期間中はいつでも
ご都合のよい時間に回答できます。

不正なアクセスなどの監視を
24 時間行っていますので、
回答データは厳重に守られます。

便 利

いつ で も

あん し ん
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10/1（日）令和５年住宅・土地統計調査特集1

個人の情報は守られます

住宅・土地統計調査の調査員は、
都道府県知事または市町村長によって任命された地方公務員です。

調査員は、「調査員証」を
携帯しています。

統計法では、調査対象者が安心して
調査票に記入いただけるよう、

調査員をはじめとする調査関係者に対して、
調査票の記入内容を厳重に

保護することを定めています。

守秘義務 利用制限 適正管理
調査に従事して知り得た
個人や団体の秘密を漏ら
してはならない。

統計作成の目的以外に、
調査票の記入内容を利用
したり、提供してはなら
ない。

記入された調査票を適正
に管理するための措置を
講じなければならない。

“かたり調査”にご注意ください
「かたり調査」とは、国勢調査等、行政機関が行う統計調査であるかのよ
うな、紛らわしい表示や説明をして、世帯等から個人情報等を詐取する
行為のことです。「かたり調査」は、統計調査の実施を妨げるだけでなく、
詐欺やその他の犯罪にもつながりかねないので、ご注意ください。

個人の情報は守られます
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調査結果の利活用状況

住生活基本計画

国民経済計算（GDP等）の推計への利用

地方公共団体における利用

白書における分析での利用

学術研究等への利用

住生活基本計画（令和 3 年 3 月閣議決定）の全国計画で掲げられた、
以下の 3 点に関する目標設定や、
これらの住政策等を計画的に推進するための基礎資料や成果指標として利用されています。

民間支出における家賃の推計に、
調査結果から得られる総床面積、家賃単価等が利用されています。

地方公共団体における住生活基本計画（都道府県計画）の策定や
住宅マスタープラン策定などの基礎資料として利用されています。
また、耐震改修工事の促進計画および助成制度の検討の基礎資料などにも利用されています。

1

2

3

4

5

子どもを産み育てやすい 
住まいの実現

国土交通白書
全国、地域別の
空き家率など

耐震や防災を主軸にした
 住宅や都市計画づくり

多様な世代が支え合い、 
高齢者等が健康で安心し
て暮らせるコミュニティ
の形成とまちづくり

首都圏白書
住宅の建て方別
建築年の状況

空き家の今後の動向や
住環境との相関関係に

関する研究

空き家の状況に応じた 
適切な管理・除却・利活
用の一体的推進

高齢社会白書
65 歳以上の者に係る

住居の居住分析

1

1

1

2

2

2

3

3
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10/1（日）令和５年住宅・土地統計調査特集1

調査結果から分かること

住宅数と世帯数

①住宅数や居住世帯に関する基本的な情報

【総住宅数と増加率】

【住宅数に占める共同住宅の割合】

総住宅数は6241万戸、増加率は 2.9％

共同住宅の割合は、引き続き上昇

平成 30 年 10 月１日現在における 
我が国の総住宅数は 6241 万戸、 
総世帯数は 5400 万世帯となって
います。平成 25 年と比べると、 
総住宅数は 178 万戸 (2.9%）、 総
世帯数は 155 万世帯 (3.0%）、 そ
れぞれ増加しています。

住宅の状況を建て方別にみると、
一戸建が住宅全体の 53.6％を占め
ており、長屋建が 2.6%、共同住
宅が 43.6%、その他が 0.3% となっ
ています。
平成25年と比べると、一戸建が1.3
ポイント減少となっているのに対
し、共同住宅は 1.2 ポイント増加
と、一貫して上昇しています。

総住宅数、総世帯数の推移 ― 全国（昭和 38 年～平成 30 年）

住宅の建て方別割合の推移 ― 全国（昭和 43 年～平成 30 年）

※昭和 38 年、43 年は沖縄県を含まない。　（注）総住宅数は居住世帯なしの住宅も含む。

※昭和 43 年は沖縄県を含まない。
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②高齢社会を支える居住環境

【高齢単身世帯の状況】

【高齢者が住む住宅のバリアフリー化率】

高齢単身世帯のうち、借家は 33.5％

高齢者が住む住宅の一定のバリアフリー化率は 42.4％

65 歳以上の世帯員のいる主世帯 （高齢者のい
る世帯）のうち「高齢単身世帯」 (638 万世帯）
をみると、 持ち家が 422 万世帯（高齢単身世
帯に占める割合 66.2%）、借家が 214 万世帯

（同 33.5%）となっており、 平成 25 年と比べ、
持ち家が 60 万世帯 (16.7%）増、借家が 26 万
世帯 (14.0%）増となっています。
また、「高齢単身世帯」の借家の割合について、
平成 5 年以降の推移をみると、低下傾向と
なっており、平成 25 年と比べ、0.5 ポイント
の低下となっています。

高齢者のいる世帯のうち、一定のバリアフリー化住
宅に居住している世帯の割合（一定のバリアフリー
化率）は 42.4％となっています。また、高度のバリ
アフリー化住宅に居住している世帯の割合（高度の
バリアフリー化率）は 8.8％となっています。

一定のバリアフリー化率について住宅の建築の時期
別にみると、「平成 13 年〜 22 年」から「平成 28 年
〜 30 年９月」までの区分では、いずれも 70％程度
となっており、その中でも「平成 28 年〜 30 年９月」
が 72.0％と最も高くなっています。

住宅の所有の関係別高齢単身世帯数および借家の割合 ― 全国
（平成 5 年〜 30 年）

建築の時期別高齢者のいる世帯のバリアフリー化率 ― 全国（平成 30 年）

※昭和 45 年以前は沖縄県を含まない。

一定のバリアフリー化住宅とは、人が居住
する住宅について、高齢者等のための設備・
構造のうち、2 箇所以上の「手すりの設置」
または「段差のない屋内」がある住宅をい
い、 高度のバリアフリー化住宅とは、２箇
所以上の「手すりの設置」、「段差のない屋
内」および「廊下などが車いすで通行可能
な幅」がいずれもある住宅をいいます。

バリアフリー化住宅とは？
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10/1（日）令和５年住宅・土地統計調査特集1

③空き家の状況

【空き家率】

【建て方別空き家数】

空き家率は引き続き上昇

共同住宅の空き家の増加幅が縮小

空き家率（総住宅数に占める空き家の割合）は一貫して上昇を続けて
おり、平成 30 年では 13.6 ％と、住宅のほぼ７戸に１戸が空き家となっ
ています。

空き家の内訳を建て方別にみる
と、一戸建が 318 万戸、長屋建が
50 万戸、共同住宅が 478 万戸と
なっています。
住宅の建て方別空き家の推移をみ
ると、平成 20 年までは、共同住
宅の空き家数が急増し、昭和 53
年から平成 20 年までの 30 年間に
かけて共同住宅の空き家は 336 万
戸増加しましたが、平成 25 年以
降は、増加幅が縮小しており、平
成 20 年から 30 年までの 10 年間
では、15 万戸の増加にとどまっ
ています。

空き家数および空き家率の推移 ― 全国（昭和 38 年～平成 30 年）

建て方別空き家数の推移 ― 全国（昭和 53 年～平成 30 年）

※昭和 38 年、43 年は沖縄県を含まない。
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キャンペーンサイトの紹介

調査の意義や調査方法など、調査を理解してもらうためのツールとして、キャンペーンサイト
を開設しています。イメージキャラクターの広瀬アリスさんが登場し、調査に関する説明や協
力のお願い、調査に関する情報発信などを行っています。

詳しくは、以下の URL からご覧ください。
https://www.stat.go.jp/data/jyutaku/index.html

調査へのご協力
よろしくお願いいたします！
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10/1（日）令和５年住宅・土地統計調査特集1
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創
業
支
援
と
い
う
と
、
読
者
の
皆
さ

ん
が
一
番
に
思
い
浮
か
べ
る
の
は
経
済

産
業
省
や
中
小
企
業
庁
な
ど
で
し
ょ
う

か
。
実
は
総
務
省
で
も
創
業
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
名
も
「
ロ
ー
カ
ル
１
０
，

０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

　
「
ロ
ー
カ
ル
１
０
，
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」（
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付

金
）
と
は
、
地
域
の
資
源
・
人
材
・
資
金

を
活
用
し
、
地
域
に
雇
用
を
生
み
出
す
地

域
密
着
型
事
業
を
新
た
に
立
ち
上
げ
よ
う

と
さ
れ
て
い
る
民
間
事
業
者
な
ど
の
皆
様

の
初
期
投
資
費
用
に
つ
い
て
、
自
治
体
と

金
融
機
関
の
連
携
に
よ
り
支
援
す
る
制
度

で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
金
融
機
関
等
か
ら
融
資

を
受
け
て
事
業
化
に
取
り
組
む
民
間
事
業

者
な
ど
の
初
期
投
資
費
用
に
つ
い
て
、
地

方
自
治
体
が
助
成
す
る
経
費
と
地
域
経
済

循
環
創
造
事
業
交
付
金
を
合
わ
せ
て
、
原

則
２
５
０
０
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。（
条
件
に
よ
っ
て
は
最

大
５
０
０
０
万
円
ま
で
補
助
）

　

こ
の
制
度
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
立

ち
上
げ
よ
う
と
す
る
事
業
が
い
く
つ
か
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
要
件
と
は
、
①
地
域
の
資
源
を
活
用

し
て
い
る
こ
と
、
②
地
域
金
融
機
関
か
ら

の
融
資
を
受
け
る
こ
と
、
③
新
規
事
業
の

立
ち
上
げ
で
あ
る
こ
と
、
④
地
域
の
新
た

な
雇
用
創
出
が
期
待
で
き
る
事
業
で
あ
る

こ
と
、
⑤
地
域
の
抱
え
る
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
事
業
で
あ
る
こ
と
、
⑥
新
規
性
・

モ
デ
ル
性
が
感
じ
ら
れ
る
事
業
で
あ
る
こ

と
。
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ

れ
ば
、
本
制
度
は
幅
広
い
事
業
の
立
ち
上

げ
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
元
で
事
業
を
始
め
る
方
へ
！　

総
務
省
が
初
期
投
資
費
用
を
支
援
し
ま
す
！

「
ロ
ー
カ
ル
１
０
，０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

特集 2

事業スキーム

支援対象

民間事業者の初期投資費用
▶地域資源を生かした持続可能な事業
▶地域課題への対応の代替となる事業
▶新規性・モデル性がある事業

公費による交付額

国費 地方費

※地方自治体の予算措置が必要

地域金融機関による
融資額

▶公費による交付額以上

自己資金等

6 項目全てに該当する場合は支援対象の可能性あり

地域の資源を活用する事業である

地域の新たな雇用創出に期待できる事業である

地域金融機関からの融資を検討している

地域課題の解決につながる事業である

新規事業の立ち上げである

新規性・モデル性が感じられる事業である

「
ロ
ー
カ
ル
１
０
，０
０
０

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
は
？

「
ロ
ー
カ
ル
１
０
，０
０
０

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
活
用
す
る
に
は
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事
業
の
発
案
か
ら
事
業
開
始
ま
で
に
は
、

次
の
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

︿
ス
テ
ッ
プ
①
﹀
事
業
の
発
案

　

事
業
者
の
方
々
や
地
方
自
治
体
が
、
地

域
の
活
性
化
に
資
す
る
事
業
を
発
案
さ
れ
、

事
業
計
画
の
発
案
ま
で
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

︿
ス
テ
ッ
プ
②
﹀
事
業
計
画
書
の
作
成

　

次
に
、
事
業
者
や
地
方
自
治
体
を
中
心

に
、
金
融
機
関
な
ど
と
調
整
し
な
が
ら
申

請
に
必
要
な
事
業
計
画
書
を
作
成
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

︿
ス
テ
ッ
プ
③
﹀
交
付
申
請

　

事
業
計
画
書
の
完
成
後
、
地
方
自
治
体

か
ら
総
務
省
に
交
付
申
請
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、
外
部
有
識
者
が
事

業
の
交
付
決
定
の
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

︿
ス
テ
ッ
プ
④
﹀
交
付
決
定

　

外
部
有
識
者
の
審
査
終
了
後
、
総
務
省

が
地
方
自
治
体
に
対
し
交
付
決
定
を
行
い

ま
す
。

︿
ス
テ
ッ
プ
⑤
﹀
事
業
開
始

　

総
務
省
お
よ
び
地
方
自
治
体
の
交
付
決

定
後
、
事
業
の
開
始
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
総
務
省
へ
申
請
を
行
う
の
は
、

地
方
自
治
体
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

こ
こ
か
ら
は
「
ロ
ー

カ
ル
１
０
，
０
０
０
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

　

こ
の
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
そ

の
使
い
や
す
さ
に
あ
り
ま

す
。

　

ま
ず
、
先
述
の
と
お
り

必
要
な
要
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
、
廃
校
跡
地
を
活

用
し
た
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施

設
の
整
備
や
地
域
の
農
産

物
を
加
工
し
た
新
商
品
の

開
発
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
観

光
拠
点
整
備
な
ど
、
様
々

な
分
野
の
事
業
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

次
に
、
申
請
の
し
や
す
さ
と
申
請
か
ら

交
付
決
定
ま
で
の
速
さ
で
す
。「
ロ
ー
カ

ル
１
０
，
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
申

請
は
毎
月
10
日
締
め
切
り
で
受
け
付
け
て

お
り
、
年
中
申
請
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
申
請
を
行
っ
て
か
ら
交
付
決
定
さ

れ
る
ま
で
通
常
は
約
一
か
月
半
程
度
で
あ

る
た
め
、
早
期
に
事
業
に
着
手
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
制
度
は
地

域
密
着
型
事
業
を
立
ち
上
げ
る
多
く
の
方

に
活
用
し
や
す
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
を
応
援
す
る
事
業
を
立
ち
上
げ
た

い
と
考
え
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
活
用
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
！

総務省地域力創造グループ
地域政策課

TEL:03-5253-5523（直通）
E-mail:chisei@soumu.go.jp

お気軽に
お問い合わせください！

特集２▶︎「ローカル１０, ０００プロジェクト」

「
ロ
ー
カ
ル
１
０
，０
０
０

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
メ
リ
ッ
ト

【
申
込
み
の
流
れ
】

問い合わせ先
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千
葉
県
市
原
市
で
は
進
学
・
就
職
・
結

婚
を
機
と
し
た
若
者
・
女
性
の
域
外
流
出

が
多
く
、
特
に
自
然
豊
か
な
南
部
地
域
の

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
顕
著
で
し
た
。

ま
た
、
観
光
入
込
客
数
３
６
２
万
人
に
対

し
宿
泊
者
数
は
30
万
人（
令
和
２
年
当
時
）

と
い
う
状
況
で
、
滞
在
時
間
の
延
伸
に
よ

る
交
流
人
口
の
拡
大
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
な
ど
、
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
に
雇
用
を
生
み
出
し
移

住
・
定
住
に
つ
な
が
る
環
境
づ
く
り
や
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
持
続
的
な

集
客
に
つ
な
が
る
核
と
な
る
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
開
発
が
必
要
と
考
え
、
こ
の
事
業

の
実
施
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
取
組
内
容
は
、
廃
校
と

な
っ
た
小
学
校
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
里

山
の
特
性
を
生
か
し
た
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
施
設
と
し
て
整
備
し
て
、
多

様
な
関
係
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
未

来
創
造
拠
点
を
創
り
出
す
と
い
う

も
の
で
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
の
食
材
を

活
用
し
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
マ
ル

シ
ェ
の
開
催
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
地
域
の
事
業
者
と
連
携
し

た
野
菜
収
穫
体
験
な
ど
体
験
型
観

光
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
を
行
う
こ
と
で
、
市
原
市
の

課
題
で
あ
る
宿
泊
機
能
が
強
化
さ
れ
、
新

た
な
観
光
需
要
の
喚
起
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
に
も
な
り
、
経
済
効
果

を
創
出
し
地
域
の
持
続
性
を
高
め
る
こ
と
、

子
育
て
世
代
の
女
性
な
ど
の
雇
用
を
創
出

し
、
定
住
化
を
促
進
す
る
こ
と
、
様
々
な

情
報
の
発
信
拠
点
と
な
り
、
交
流
人
口
・

関
係
人
口
の
拡
大
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
、

公
共
資
産
を
公
民
連
携
に
よ
り
活
用
し
、

地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
施
設
に
な
っ
て
い
る
か
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
現
地
へ
足
を
お
運

び
い
た
だ
き
、
ご
自
身
の
目
で
ご
覧
く
だ

さ
い
！

廃
校
跡
地
を
活
用
し
た
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
整
備

「
ロ
ー
カ
ル
１
０
，０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」活
用
事
例
①　

千
葉
県
市
原
市

事
業
背
景
と
地
域
課
題

取
組
内
容

地
域
へ
の
貢
献

リニューアル前の廃校

完成後のグランピング施設
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岐
阜
県
各
務
原
市
で
は
、
市
の
野
菜
生

産
販
売
額
の
約
７
割
を
占
め
る
ニ
ン
ジ
ン

を
特
産
物
と
し
な
が
ら
、
生
産
農
家
が

年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
特
産
品
と
し
て
の
認
知
度
向

上
、
市
の
魅
力
向
上
と
活
性
化
に
加
え
、

傷
物
品
や
不
形
成
な
規
格
外
品
な
ど
の
有

効
活
用
に
も
つ
な
が
る
事
業
と
し
て
地
元

大
学
と
連
携
し
共
同
研
究
を
実
施
し
な
が

ら
、
各
務
原
ニ
ン
ジ
ン
を
使
っ
た
ス
イ
ー

ツ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
取
組
内
容
は
、
ニ
ン
ジ
ン

の
販
売
店
舗
を
設
置
し
、
各
務
原
ニ
ン
ジ

ン
を
使
っ
た
コ
ラ
ボ
商
品
の
販
売
拠
点
と

す
る
こ
と
、
岐
阜
大
学
と
「
共
同
研
究
契

約
」
を
締
結
し
、
商
品
開
発
だ
け
で
な
く
、

店
舗
の
内
装
、
商
品
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
ロ

ゴ
作
成
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
事
業
の
展
開
に
大
学
生
の

意
見
を
採
用
す
る
こ
と
、
そ
し
て
食
品
安

全
に
関
す
る
企
画
や
認
証
の
仕
組
み
を
構

築
す
る
た
め
、
県
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
施

設
と
し
て
の
認
定
を
取
得
す
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、「
和
菓
子
ス
イ
ー

ツ
」
と
い
う
新
た
な
地
域
名
産
品
を
創
出

し
、
ニ
ン
ジ
ン
特
産
地
と
し
て
の
認
知
度

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
事
業
に
大
学
生
を
巻
き
込
む
仕
掛

け
が
で
き
、
地
域
へ
の
愛
着
や
プ
ラ
イ
ド

が
育
ま
れ
、
地
域
へ
の
定
着
が
促
進
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
ニ
ン
ジ
ン
生
産
農

家
数
の
減
少
や
人
口
減
少
の
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
ロ
ー
カ
ル
１
０
，

０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
ジ
ャ
ン
ル

を
問
わ
ず
様
々
な
事
業
の
立
ち
上
げ
に
活

用
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
課
題
の
解
決

に
つ
な
が
る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。　

特集２▶「ローカル１０, ０００プロジェクト」

新
た
な
「
菓
子
ブ
ラ
ン
ド
」
確
立
の
た
め
の
戦
略
事
業

「
ロ
ー
カ
ル
１
０
，０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」活
用
事
例
②　

岐
阜
県
各
務
原
市

事
業
背
景
と
地
域
課
題

取
組
内
容

地
域
へ
の
貢
献

各務原ニンジン

新店舗外観

ニンジンを使った新商品の大福
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燕市

石川県
富山県

岐阜県福井県

富士市

静岡県

山梨県

神奈川県

東京都

千葉県

茨城県

埼玉県

栃木県

新潟県

長野県 群馬県

福島県

山形県

愛知県
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燕市のおいしいお米

分水おいらん道中

大河津分水
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燕 
市

 

新
潟
県

人
と
自
然
と
産
業
が
調
和
し
た
ま
ち
で

進
め
ら
れ
る
「
ひ
と
づ
く
り
」

分水おいらん道中
華やかな行列に魅了される

大河津分水に植えられた桜の花見客をもてなす
ために始まった分水おいらん道中。公募で選ば
れた 3 名のおいらん役が絢爛豪華な衣裳を身に
まとい、約60名の付き人を従えて、外

そと

八
はち

文
もん

字
じ

という優雅な歩き方を披露する。

信濃川の洪水を防ぐた
め、水量を調整し日本海
へ流す分水路の工事が明
治 42 年に始まり、のべ
1,000 万人が従事、大正
11 年に通水。工事を記
念して、6,000 本の桜が
植えられた。

通水 100 周年を迎えた

大河津分水

燕市のおいしいお米
農業生産額の約 6 割を占める

かつて洪水が多く泥沼のようだった湿田が大河津分
水の完成後、良質な乾田に転じ、越後平野は日本有
数の米の産地に。燕市もコシヒカリやこしいぶき、
新たな品種の新之助などを生産する米どころ。

Tsubame
City
人　口：76,898人
　　　　（令和５年６月30日現在）
面　積：110.9㎢
市の鳥：ツバメ（燕）
市の花：キク、サルビア、バーベナ・テネラ
市の木：サクラ
URL　https://www.city.tsubame.
　　　niigata.jp

「日本一輝いているまち」
を目指して

国内外で高く評価される金属加工産業の集積、越後平野を日
本一の穀倉地帯に変えた大河津分水路の建設、これらの偉業
を成し遂げた先人の知恵と努力を受け継ぐまちとして、燕市
は「日本一輝いているまち」を目指し、さまざまな施策に取
り組んでいます。また、私塾・長善館の伝統を有し、教育に
熱心なまちでもある本市は、個性や学力を伸ばす学習環境を
整備するとともに、「子育てするなら燕市で」と評価してい
ただけるよう、子育ての支援にも力を入れています。

燕市長　鈴木 力
つとむ



燕市産業
史料館

燕背脂ラーメン

国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
る
キ
ッ
チ
ン
ツ
ー
ル

購購
入
だ
け
で
な
く
工
程
の
見
学
や
体
験
も

五合庵

長善館史料館

SORAIRO 国
く

上
が み
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自然と遊ぶ道の駅

国上山の麓にある人気の道の駅。温泉施設
やバーベキューエリア、宿泊可能なキャンプ
フィールド、RV パーク（車中泊施設）を備える。

SORAIRO 国
く

上
が み

工場で働く人たちの要望を受けてできたつばめっ子のソウルフード。
文化庁の「未来の 100 年フード部門～目指せ、100 年！～」に認定。

新潟を代表する地元の味

燕背脂ラーメン

禅僧・良寛のゆかりの地

国上山には、江戸時代の禅僧で、詩
人・歌人・書家の良寛が約 20 年を
過ごした五合庵（右）や良寛像（上）
がある。

五合庵

燕市産業
史料館

金属加工の匠の技を体験

良
寛の思いを受けて開学した私塾を紹介

燕の金属加工の歴史が
分かる施設。体験工房
館では銅板を金鎚で叩
く鎚

つち

目
め

入れという技法
による器づくりなどに
挑戦できる。

良寛の慈愛の心を受け
継いだ私塾であり、幕
末から明治にかけて
1,000 人を超える有為
な人材を輩出した長善
館の歩みや学んだ人々
の事績を紹介。

長善館史料館

上じ
ょ
う

寺じ

が
あ
る
国く

上が
み

山や
ま

。
そ
の
展
望
台
か

ら
は
越
後
三
山
や
越
後
平
野
、
大
河
津
分

水
路
な
ど
の
絶
景
を
望
め
ま
す
。

　

農
業
も
盛
ん
で
、
市
域
の
約
半
分
を
農

地
が
占
め
、
米
、
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
な

ど
の
野
菜
、
さ
ら
に
名
物
の
背
脂
ラ
ー
メ

ン
や
釜
め
し
な
ど
食
文
化
も
魅
力
的
で
す
。

ま
た
、
春
は
分
水
お
い
ら
ん
道
中
、
夏
は

燕
大
花
火
大
会
、
秋
は
鬼
の
仮
装
の
人
々

が
練
り
歩
く
酒
呑
童
子
行
列
、
冬
は
塞さ
い

の

神
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
季
節
を
彩
る
ま
ち

で
も
あ
り
ま
す
。

　

新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
燕
市
は
、

江
戸
時
代
に
農
家
が
副
業
と
し
た
和
釘
づ

く
り
に
始
ま
る
金
属
加
工
の
伝
統
が
根
づ

く
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
で
す
。
高
度
な
加

工
技
術
を
有
す
る
金
型
製
作
や
プ
レ
ス
な

ど
の
工
場
が
１
７
０
０
ほ
ど
も
あ
り
、
さ

な
が
ら
ま
ち
全
体
が
分
業
制
を
採
る
巨
大

な
工
場
の
よ
う
。
特
に
金
属
洋
食
器
は
国

内
生
産
の
シ
ェ
ア
90
％
以
上
を
誇
り
、
市

内
で
は
、
こ
れ
ら
を
購
入
で
き
る
だ
け
で

な
く
工
程
の
見
学
や
体
験
も
で
き
ま
す
。

　

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
は
中
腹
に
名
刹
・
国こ
く
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 燕市の取組

02
「
令
和
４
年
度
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」
受
賞

高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
の
人
や
資
源
を
使
っ
て
実
現

燕
市
役
所
ま
ち
あ
そ
び
部

交流イベント、ゆるキャラバスケ選手権。

燕市の食材を使ったまちあそび
「街

がい

燕
えん

軒
けん

」の一環の収穫体験。

まちあそび学会は、一般参加者と高校生がこれまで
の活動を共有できるイベントとなった。

得
て
の
野
菜
の
収
穫
と
カ
レ
ー
の
調
理
、

菓
子
店
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
ス
イ
ー
ツ
づ

く
り
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
や
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー

と
の
交
流
、
ラ
ジ
オ
番
組
の
収
録
へ
の
参

加
な
ど
を
実
現
し
た
ほ
か
、
昨
年
12
月
に

は
、
ま
ち
あ
そ
び
活
動
を
振
り
返
り
、
得

ら
れ
た
学
び
を
参
加
者
と
共
有
す
る
「
ま

ち
あ
そ
び
学
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
が
評
価
さ

れ
、
燕
市
の
ま
ち
あ
そ
び
部
は
総
務
省
の

令
和
４
年
度
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
で
地

方
自
治
体
表
彰
（
総
務
大
臣
表
彰
）
を
受

賞
し
て
い
ま
す
。

　

若
者
に
よ
る
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
燕
市
は
平
成
25
年
に
つ

ば
め
若
者
会
議
を
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の

会
議
の
取
組
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
燕
市
役

所
ま
ち
あ
そ
び
部
は
、
高
校
生
た
ち
に
や

り
た
い
こ
と
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら

い
、
ま
ち
の
人
と
資
源
を
使
っ
て
そ
れ
を

実
践
し
て
も
ら
う
も
の
。

　

燕
市
と
し
て
は
、
若
者
が
ま
ち
に
関
わ

る
こ
と
で
地
域
を
理
解
し
、
よ
り
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
す
る
事
業
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
に
は
、
地
元
農
家
の
協
力
を

 燕市の取組

01
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
や
特
色
あ
る
事
業
で

子
ど
も
た
ち
の
長
所
や
新
た
な
可
能
性
を
広
げ
る

教
育
立
市
宣
言

　

燕
市
で
は
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
人
間

性
と
創
造
性
を
備
え
、
郷
土
に
愛
着
を

も
っ
て
も
ら
う
人
づ
く
り
を
市
民
と
と
も

に
推
進
す
る
た
め
、
２
０
０
８
年
に
「
教

育
立
市
」
を
宣
言
し
、
様
々
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
に
お
い
て
は
「
つ
ば
め
読
解

力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
、 

生

涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
た
め
に
必
要

な
「
読
み
解
く
力
」
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、「
つ
ば
め
長
善
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
ふ
る
さ
と
学
習
を
進

め
な
が
ら
、「
広
報
つ
ば
め
子
ど
も
記
者
」

や
「
Ｊ
ａ
ｃ
ｋ
＆
Ｂ
ｅ
ｔ
ｔ
ｙ
教
室
」
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
興
味
関
心
や
可
能
性
を
広

げ
る
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

子ども記者が企画・取材・
編集を担当、「広報つば
め子ども版」を発行。

英語のコミュニケーション能力を
高めて協調性やリーダーシップを
伸ばす Jack&Betty 教室。
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営
サ
イ
ト「
つ
ば
ふ
る
」や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
の
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
に
続
き
、
今
年
７

月
に
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

寄
付
額
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
寄

付
は
産
業
の
振
興
や
教
育
・
福
祉
・
子
育

て
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
育

む
た
め
、
降
雪
期
に
も
利
用
で
き
る
全
天

候
型
子
ど
も
遊
戯
施
設
の
建
設
に
着
手
し

て
お
り
、
来
年
度
中
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で

す
。

　

金
属
加
工
の
高
い
技
術
を
駆
使
し
て
燕

市
で
製
造
さ
れ
た
金
属
洋
食
器
は
洗
練
さ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
、
仕
上
が
り
の
美
し
さ
、

使
い
や
す
さ
が
国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
晩
餐
会
で
採
用
さ
れ
た
り
、

Ｇ
７
新
潟
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会

議（
２
０
２
３
）で
各
国
大
臣
な
ど
へ
の
記

念
品
と
し
て
採
用
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
金
属
製
品
は
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
し
て
も
人
気
を
集
め
て
お
り
、

市
で
は
さ
ら
な
る
情
報
発
信
の
た
め
、
直

 燕市の取組

03
高
度
な
技
術
で
作
ら
れ
た
優
れ
た
製
品
を
返
礼
品
に

ふ
る
さ
と
納
税

新 潟 県 燕 市

燕市ふるさと納税直営サイト
https ://d i rect . fu rusato-
tsubame.jp/

東京五輪の選手村で使
用された「おもてなし
カトラリー」のセット。

コシヒカリの一等米を
厳選した JA 新潟かが
やきの「飛燕米」。

コバルト合金鋼を独自
技術で仕上げた逸品。
グッドデザイン賞受賞。

燕 市 に

燕市に工房をかまえて
キセルを製作・販売

移住しました

燕燕の
伝統文化として

残して
いきたいです

煙管職人
岩浪陸さん

　考古学を専攻していた大学院生時代、北陸を旅した際、刻みた
ばこ用の喫煙道具であるキセルの一大産地だった燕市の産業史料
館で昔のキセルを見て感動。独学で作り始めたという岩浪陸

りく

さん。
令和3年に埼玉県から燕市に移住し、市から紹介された一軒家を
自宅兼工房とし、地元の名人の教えを受けながら、「六

ろく

張
ばり

煙
きせ

管
る

」の
屋号で製作・販売を行うとともに、市の埋蔵文化財に関する仕事
をしています。「紙巻きたばこよりも経済的で、味や香りが良い」
と魅力を語る岩浪さんは骨董のキセルの蒐集家でもあります。

金属板を叩いて筒状
にしてから丹念にヤ
スリをかける。

岩浪さんの作品。昔の
キセルの形を残すこと
を心がけている。
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ラストチャンス！
マイナポイントの
申込みは９月末まで!!

MIC NEWSMIC NEWS

01
　
　

　　

２
０
２
２
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

最
大
２
０
０
０
０
円
分
が
も
ら
え
る
「
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
」
は
、
ポ
イ
ン
ト

の
申
込
期
限
が
９
月
末
と
、
い
よ
い
よ
期

限
が
せ
ま
っ
て
き
ま
し
た
。こ
こ
で
一
旦
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
で
申
し
込
め
る

施
策
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ

う
！

　  　　

２
０
２
３
年
２
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
申
込
ん
で
カ
ー
ド
を
受
け

取
っ
た
方
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込

み
後
、２
０
０
０
０
円
ま
で
の
チ
ャ
ー
ジ
、

ま
た
は
お
買
い
物
を
す
る
と
、
ご
利
用
金

額
の
２
５
％
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
（
上
限

５
０
０
０
円
分
）
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
ち
ら
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第

２
弾
で
新
規
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
し
込
ま
れ
た
方
、
ま
た
は
カ
ー
ド
は
取

得
し
て
い
た
が
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
１
弾

に
申
し
込
ん
で
い
な
い
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
対
象
の
方
は
ぜ
ひ
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
！

　

お
持
ち
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
、

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
申

込
み
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
を
す

る
と
７
５
０
０
円
分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
だ
利
用
申
込
み
が
済
ん
で
い
な
い
場

合
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
の
際
に

同
時
に
申
込
め
ま
す
！

　

ご
自
身
の
預
貯
金
口
座
を
国
（
デ
ジ
タ

ル
庁
）
に
登
録
し
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

申
込
み
を
す
る
と
７
５
０
０
円
分
の
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
完
了
後

に
、
公
金
受
取
口
座
の
登
録
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
へ
の
ア
ク
セ

ス
や
金
融
機
関
で
の
口
座
確
認
に
は
一
定

の
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
み
前
に
公
金
受
取
口

座
の
登
録
を
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

選
択
し
た
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
利
用・

チ
ャ
ー
ジ
金
額
に
応
じ
て
最
大

５
０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
！

公
金
受
取
口
座
の
登
録
完
了
で

７
５
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
！

み
な
さ
ん
！
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は

受
け
取
り
ま
し
た
か
!?

健
康
保
険
証
と
し
て
の

利
用
申
込
み
で

７
５
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
！

１

3 2

施策施策

施策施策 施策施策



申込み時に準備するもの

· マイナンバーカード
· 数字4桁のパスワード
  （暗証番号） 
· 決済サービスID/
  セキュリティコード

決済サービスによっては、
 ９月末よりも早くマイナポ
イントの受付を終了する
場合があります。
詳しくはHPをチェック!

現在受付可能な
決済サービス
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ご
紹
介
し
た
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
施
策
①

②
③
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
申
込
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
場

合
、
ま
ず
、「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
ア
プ

リ
の
「
申
込
む
」
か
ら
操
作
し
て
、
数
字

４
桁
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
カ
ー
ド

を
読
み
取
り
ま
す
。
次
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
選
択
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

し
ま
す
。
最
後
に
決
済
サ
ー
ビ
ス
Ｉ
Ｄ
と

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ド
な
ど
を
入
力
し
、

確
認
、
同
意
を
経
て
申
込
む
こ
と
で
操
作

は
完
了
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
公
金
受
取

口
座
は
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
ア
プ
リ
か

ら
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
施
策
の
申
込

み
状
況
は
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
ア
プ
リ

の
「
申
込
み
状
況
を
確
認
」
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
込
み
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

か
ら
が
お
す
す
め
！

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期
限
は
９
月

末
で
す
が
、決
済
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
は
、

そ
れ
よ
り
も
早
く
申
込
を
締
め
切
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
事
業
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
、
各
決
済
サ
ー
ビ
ス

の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

と
っ
て
も
お
得
な
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
、

カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
方
は
ぜ
ひ
忘
れ
ず

に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
を
！

決
済
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
は
、

９
月
末
よ
り
も
早
く
申
込
み
を

締
め
切
る
場
合
も
あ
る
の
で
注
意
！
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未来に伝えたい、
戦争の記憶と記録
～平和祈念展示資料館のご案内　夏の企画展、イベント開催中～

MIC NEWSMIC NEWS

02
　

東
京
都
庁
の
す
ぐ
近
く
、
新
宿
住
友
ビ

ル
33
階
に
あ
る
平
和
祈
念
展
示
資
料
館
は
、

さ
き
の
大
戦
に
お
け
る
兵
士
、
戦
後
強
制

抑
留
者
（
い
わ
ゆ
る
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
）、

海
外
か
ら
の
引
揚
者
の
方
々
の
労
苦
に
つ

い
て
、
見
て
、
聞
い
て
、
知
る
こ
と
が
で

き
る
施
設
で
す
。
各
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、

当
時
の
貴
重
な
資
料
を
常
設
展
示
し
て
い

ま
す
。
毎
月
第
3
日
曜
日
に
は
戦
争
体
験

者
に
よ
る
語
り
部
お
話
し
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。　

　

ま
た
、
テ
ー
マ
別
の
企
画
展
や
特
別
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
企
画
展 
『
43
人
が
描
く
空
想
未
来
漫

画
「
2
1
0
0
年
8
月
15
日
」』
が
開
催

中
（
10
月
1
日
（
日
）
ま
で
）
で
す
。
ち

ば
て
つ
や
さ
ん
や
、
や
な
せ
た
か
し
さ
ん

な
ど
の
著
名
な
漫
画
家
た
ち
が
、
終
戦
か

ら
1
5
5
年
後
の
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
描
い
た
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

8
月
26
日
（
土
）
ま
で
は
夏
休
み
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
子
様
の
夏

休
み
の
自
由
研
究
の
お
手
伝
い
と
し
て

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
全
国
で
地
方
巡
回
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
お
近
く
で
開
催
の
際
に

は
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。

夏休みイベント～宿題大さくせん～  主なプログラム紹介
【特別展示  過去から学ぶ引揚げマンガ】
8 月 1 日（火）～ 8 月 26 日（土）特設コーナー
著名な漫画家たちが自身の引揚体験を描いた作品を展示します。

【自由研究  子ども記者になって平和新聞をつくってみよう】
8 月 4 日（金）、5 日（土）、6 日（日）、25 日（金）、26 日（土）10:00 ～ 16:30
展示を見て、ガイドを聞いて、新聞を作るワークショップです。※学芸員が新聞づくりをお手伝いします。

【ワークショップ  未来をえがこう「2100 年 8 月 15 日」】
8 月 11 日（金・祝）、12 日（土）、13 日（日）、14 日（月）10:00 ～ 16:30
開催中の企画展『43 人が描く空想未来漫画「2100 年 8 月 15 日」』を見て、未来を描くワークショップです。
※アーティストが作品作りをお手伝いします。

【語り部お話し会】
8 月 19 日（土）14:00 ～近田明良さん（抑留体験者）
8 月 20 日（日）14:00 ～土屋洸子さん（引揚体験者）

令 和 5 年 度 地 方 巡 回 展
「ヒストリアながと×平和祈念展示資料館  マンガでひもとく引揚げ展」
開催期間：9 月 1 日（金）～ 12 月 10 日（日）
開催場所：長門市総合文化財センター「ヒストリアながと」（山口県長門市）

「平和祈念展 in 滋賀」
開催期間：9 月 12 日（火）～ 9 月 18 日（月・祝）
開催場所：滋賀県立美術館ギャラリー（滋賀県大津市）

「平和祈念展 in 仙台（仮）」
開催期間：12 月 9 日（土）～ 12 月 19 日（火）
開催場所：せんだいメディアテーク（宮城県仙台市）

平和祈念展示資料館［入館無料］
開館時間：9:30 ～ 17:30（入館は 17:00 まで）
休館日：月曜日（※祝日または振替休日の場合は翌日※ 8/14 は開館 ）、年末年始、ビル全館休館日
所在地：〒 163-0233 東京都新宿区西新宿 2-6-1 新宿住友ビル 33 階
TEL : 03-5323-8709   https://www.heiwakinen.go.jp（平和祈念展示資料館ホームページ）

お問い合わせ先

※詳細情報は、平和祈念展示資料館のホームページをご覧ください。
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「2030年頃を見据えた情報
  通信政策の在り方」最終答申

MIC NEWSMIC NEWS

03

■ 2030年頃の来たる未来の姿

　

近
年
、
国
際
的
な
安
全
保
障
環
境
の
変

化
や
地
政
学
的
な
緊
張
の
高
ま
り
は
、
サ

イ
バ
ー
空
間
に
お
け
る
自
由
な
ア
ク
セ
ス

等
の
妨
げ
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
、
サ
イ

バ
ー
空
間
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
私
た
ち
の
生
活
の
場
、
経
済
活

動
の
場
が
サ
イ
バ
ー
空
間
に
拡
が
る
こ
と

か
ら
、
情
報
通
信
分
野
の
重
要
性
は
よ
り

一
層
増
す
中
、
我
が
国
は
、
海
外
に
比
べ

て
み
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が
目
立

っ
て
お
り
、
労
働
生
産
性
の
向
上
に
向
け

て
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
が
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
の
我
が
国
の
社
会
変

化
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
な
ど
を
踏
ま

え
、
2
0
3
0
年
頃
の
我
が
国
の
未
来
の

姿
を
描
き
、
そ
こ
か
ら
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト

し
て
、
2
0
3
0
年
に
デ
ジ
タ
ル
の
機
能

を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は

何
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
、
あ
る
い

は
未
来
に
備
え
て
何
を
し
て
お
か
な
い
と

い
け
な
い
の
か
等
に
つ
い
て
、
情
報
通
信

審
議
会
で
議
論
を
行
い
、令
和
５
年
6
月
、

我
が
国
に
求
め
ら
れ
る
変
化
と
情
報
通
信

政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
答
申
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■
検
討
の
背
景
・
経
緯

「2030年頃を見
 据えた情報通信
 政策の在り方」
最終答申　概要

詳細は
以下の

QR コード
から



262 0 2 3  A u g u s t  V o l . 2 7 2 M I C

　

新
潟
県
三
条
市
で
は
、
市
民
の
利
便
性

の
向
上
と
職
員
の
業
務
の
効
率
化
を
目
的

と
し
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
選
挙
の
投
票
入

場
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
投
票
所
の
受

付
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
提
示
い
た

だ
け
れ
ば
、
職
員
が
顔
写
真
で
本
人
確
認

を
行
っ
た
上
、
カ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と

に
よ
り
、
受
付
を
速
や
か
に
完
了
で
き
る

こ
と
に
加
え
、
期
日
前
投
票
の
場
合
は
、

氏
名
や
住
所
等
が
記
載
さ
れ
た
宣
誓
書
を

出
力
で
き
る
た
め
、
手
書
き
が
困
難
な
方

に
も
優
し
く
、
待
ち
時
間
な
く
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
で
は
、
市
議
会
議
員
選
挙
、

新
潟
県
知
事
選
挙
お
よ
び
参
議
院
議
員
選

挙
で
実
施
し
ま
し
た
が
、
市
民
の
方
か
ら

は
「
宣
誓
書
の
手
書
き
が
不
要
で
、
大
変

便
利
で
あ
る
」
な
ど
と
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
期
日
前
投
票
事
務
に
従
事
す
る

職
員
か
ら
も
「
宣
誓
書
の
記
載
方
法
に
つ

い
て
説
明
す
る
必
要
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

に
投
票
い
た
だ
け
る
」
と
の
声
が
あ
り
、

業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
避
難
所
の
入

退
所
受
付
や
図
書
の
貸
出
受
付
を
は
じ
め
、

カ
ー
ド
取
得
の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
様
々
な
取
組
み
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
も
市
民
の
利
便
性
の
向
上

に
よ
り
一
層
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

編 集 後 記
e d i t o r i a l  n o t e

 広報誌 ｢総務省｣ についてのご意見・ご要望は、電子メールでお寄せください　MAIL ▶ kohoshi@soumu.go.jp

　

８
月
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
「
地
方
の
か
が
や
き
」
で
ご
紹
介

し
た
の
は
、
新
潟
県
燕
市
で
す
。「
も
の

づ
く
り
の
ま
ち
」
と
し
て
全
国
的
に
有
名

で
、
燕
市
で
作
ら
れ
た
カ
ト
ラ
リ
ー
は

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
晩
餐
会
で
も
使
用
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
燕
市
は
子
育
て
支
援
に
も
力
を

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん

か
ら
高
校
生
・
大
学
生
ま
で
燕
市
出
身
の

子
は
「
つ
ば
め
っ
子
」
と
し
て
見
守
ら
れ

て
い
ま
す
。
高
校
生
は
市
役
所
ま
ち
あ
そ

び
部
で
地
域
の
活
動
に
参
加
で
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
下
の
緊
急
事
態
宣
言
で
帰
省
を
自

粛
す
る
学
生
へ
、
市
か
ら
お
米
な
ど
物
資

を
送
ら
れ
た
こ
と
は
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
、
移
住
者
の
方
に
お
話
を

伺
い
、
工
房
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
古
民

家
で
丁
寧
に
き
せ
る
を
作
ら
れ
て
お
り
、

私
事
で
す
が
き
せ
る
を
使
っ
て
い
た
祖
母

の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
（
広
報
室　

K
・
N
）

マイナンバーカードの活用事例を紹介！

新潟県三条市

選挙の投票入場受付における
マイナンバーカードの活用

マイナンバーカードを提示し、本人確認を
行う様子

マイナンバーカードをカードリーダーにかざす様子

令
和
５
年
７
月
号
の
記
載
内
容
の
一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

４
ペ
ー
ジ

［
誤
］・
越
境
デ
ー
タ
流
通
と
信
頼
性
の
あ
る
自
由
な
デ
ー
タ
通
（
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
※
）
の

推
進

［
正
］・
越
境
デ
ー
タ
流
通
と
信
頼
性
の
あ
る
自
由
な
デ
ー
タ
流
通
（
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
※
）

の
推
進

総
務
省
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｗ
ｅ
ｂ
用
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
修
正
済
の

記
事
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
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